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症例は 72歳女性, 既往歴などには特記すべき事項な
し.某年 6月に右乳房のしこりを自覚し,8月当院を受診












nodular fasciitis, phyllodes tumorなどがあげられる.文
献的検討を加え症例を提示する.
２．術前 CTにて評価し得た double axillary veinの一例
藤井 孝明，山口 悟，矢島 玲奈













清を施行した.術前造影 CTにて double axillary veinの
所見を認めており,術中所見では,double axillary veinの
upper veinより外側胸静脈が, lower veinより胸背静脈
が分岐する anomalyであった.
これまでに,double axillary veinはKutiyanawalaらが




剖学的変異は 21症例に認められ,double axillary veinは
10症例に認められたと報告しているが,術前造影 CTで
も double axillary veinを診断可能な症例があることが
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74歳男性. 2003年に右胸壁に腫瘤自覚,近医にて粉瘤
の診断を受ける.局麻下に切除されるも瘢痕部に腫瘤形
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たので報告する.【症 例】 58歳男性 主訴 :右乳房
腫瘤触知 既往歴 :IgA腎症で維持透析中 現病歴 :平
成 22年 8月上旬右乳房腫瘤を自覚.透析通院中の病院
を受診,乳癌が疑われ,精査加療目的で当科紹介受診と
なった.針生検で Invasive ductal carcinomaの診断,9月,
乳房切除＋センチネルリンパ節生検術施行.術後病理は
















【対象と方法】 当院では平成 19年 5月の開業から平成
22年 10月までの 3年 6月間で 363例の乳癌を経験した.
このうち病変の大きさが 10mm以下であることが病理






server, 東陽テクニカMammoRead Report Systemであ
る.【結 果】 53症例は 29歳から 84歳までの中央値
51歳. 病変の大きさは 3mmから 10mmまでの平均
6.6mm. USでの D/W比は 0.36から 1.54までの平均
0.76であった. 要精査基準で評価すると混合性パターン
2例,充実性パターン 43例.充実性パターンではハ
ロー・境界線断裂 (group A)22例,点状高エコー (group
 
B)5例,DW比 0.7以上 (group C)18例,DW比 0.7未満
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にMDCTを行っている. 2004年 1月から 2010年 12月
までにMDCTを行った乳癌 742例中, MDCTのみで所
見を認めた 56例を対象とした.【結 果】 病変描出率
は,56例中 54例 96.4％であった.腫瘤最大径は,5mm以
下が 23例, 5.1～10.0mmが 25例, 10.1～15.0mmが 5例,
15.1以上が 1例であった.D/W ratioは 0.7未満が 42例,
0.7以上が 12例であった.確認された病変に対して,細
胞診 19例,組織診を 42例に施行し,6例は経過観察とし




で, 52.4％の悪性を診断する契機となった. Targeted US
は重要である.
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